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霜月の 11 月も半ばを迎えようとしています。昨日（12 日）の麓郷の最低気温は、－

4.2℃、強い霜が降りていました。昨夜からの雨が雪に変わる所もあるようです。 

 11 月 16 日は満月、一段と明るいスーパームーン、朝６時 29 分、おうし座の近くで満

月を迎え、しし座流星群も月末に見られるようです。少しずつ冬の星座です。 

 皆さん、冬の準備は順調ですか。我が家ではバラの葉落としと雪囲い、最後の薪づくり

を残すだけとなりました。  

 さて、北海道新聞には「読者の声」欄があります。読者が意見や感想を共有するための

スペースですが、この欄の目的は３つあるそうです。 

１ 読者の意見を反映：新聞の内容や社会の出来事に対する読者の意見や感想を掲載する

ことで、多様な視点の紹介。 

２ コミュニティの形成：読者同士が意見を交換し、コミュニティ感の醸成。 

３ フィードバックの提供：新聞社に対して読者からのフィードバックを提供し、内容の 

改善や新しい視点の提供に役立てる。このように、「読者の声」欄は、新聞と読者の

双方向のコミュニ 

ケーションを促進す 

る重要な役割を果た 

しているとのことで 

すが、10 月 30 日、 

10 月 31 日、そして 

11 月３日の読者の欄 

に、連続して占冠村の 

中学生３人の記事が掲 

載されていました。 

 題は「地元のごみ埋 

め立てに驚く」、「課題  

 

 

富良野市教育委員会教育振興課社会教育係  電話 0167-39-2318    文責：上 用 眞一郎 

 

Times 

The 

No.20 

Furano Kotobuki college 

WeDNesDAY 13 NovemBeR 2024 

道新 「読者の声」 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月３日（文化の日）令和６年度富良野市文化団体協

議会表彰式がサンエーホールにて行われ、文化功労賞に

山部校大学院１年小林静子さんが受賞されました。 

受賞につきましては、広報誌にて紹介されておりました

が、籐手芸技工士やバイアス編講師の資格を取得され各

種講座の講師など手芸を通して地域の文化発展に寄与さ

れました。 

ことぶき大学に在籍されている方の受賞は、平成 30 年

度坂本登志江さん、令和４年度原あけみさんについで３

人目となります。 

 “文化”とは何か？それは平和を表現する一つの大切

な手段ではないでしょうか。 

小林さん、おめでとうございます。 

 

  

 

 

 さて、今年の市民総合文化祭ですが、31 日（金）の午後からことぶき大学の展示作業を

行いました。私は、２日(土)３日（日）に文化会館へ足を運びました。特に、３日は、東

山会場から山部会場を回りました。東山フォトコンテストの作品を観て、坂本さんと長田

さんに会うことができました。恒例のパンは早すぎて買えませんでした。子どもたちの絵

画がとても生き生きと描かれていました。また、山部会場へ、ことぶき大学山部校の作品

展も整然と行われており見応えがありました。両会場を回った感想は、地域に根差した暖

かい希望でした。作品の搬出が午後５時でしたので、文化会館ではゆっくりと 

作品展示と芸能発表を観ることができました。 

 ちなみに私たち夫婦の今年の作品がどうでしたか。子どもから大人まで隅々 

まで見てほしいと（題名を俳句）仕上げました。 

文化会館の二階では、児童生徒の作品が展示され、大変見応えがあり、知っ 

た子の名前を見つけては、うれしくなりました。 

その中で、書道クラブの大橋先生の作品が印象に残ってます。 

 

 

の多い安楽死の合法化」、「“違う”を当然とする社会に」です。 

誠実に社会を見つめる目を持っていると強く感じました。皆さんも読んだと思いますが

新聞のコピーですが掲載しました。また、11 月 27 日（水）午前、市内各小学生による

「子ども未来づくりフォーラム」が開催されます。ことぶき大学の学習予定です。 

麓郷の子どもたちからアンケートを求められた妻も協力してました。是非、あらためて

児童生徒の声に耳と心を傾けたいものです。 
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09 時 30 分 朝の集い  

10 時 00 分 俳句講座 4 

12 時 00 分 昼食・休憩 

13 時 00 分 学年（課題）別研究 

 ① 研究テーマ 

 ➁ 発表内容と発表者 

 ③ 発表方法 

  以上３点について記入され、事務局 

に提出してください。 

 なお、わからないことがありました 

ら事務局に相談してください。 

15 時 00 分 帰りの集い 

  

  

      

09 時 30 分 朝の集い  

09 時 50 分 クラブ学習準備 

10 時 00 分 クラブ学習 

12 時 00 分 昼食・休憩 

13 時 00 分 「コーラス」「踊り」 

14 時 10 分 学年（課題）別研究 

 帰りの時刻については、それぞれの学

年で異なります。時間がありますので、

具体的な発表方法について事務局と相談

しましょう。こちらから声をかけますの

で、打ち合わせをしましょう。 

  

  

      

「書くことに向かい表現している子供達の瞳 

笑顔が大好きだ』 

良いですね……。 

書道クラブ、絵手紙クラブ、切絵クラブの皆さん方も 

作品の搬入と展示作業に搬出、大変お疲れ様でした。 

 今後、ポッポブリッジにて作品の入替を行います。 

 日程の調整をしますので、よろしくお願いします。 

   また、この折り鶴の写真は、研究生の原さんが制作し

た立体切絵です。                     

このツルはどのようにして折るのでしょうか？                  

バラの        模様のツルです！ 

 切絵も        深化しています。 

切絵は、何といっても集中 

力が必要です。 

脳の活性化にも直結！ 

それぞれ感動的な作品展となりました。 

来年もファイト！！                       
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⋘ ⋙ 

 11 月 27 日（水）午前：こども未来フォーラム（サンエーホール）午後～図書館 

 12 月 03 日（火）午後１時～サンエーホールにてリハーサル 

 12 月 04 日（水）当日 9 時 30 分 開会式 サンエーホール 

（昼食は会議室 AB）     

 

 

記入用紙がありますので、朝、希望者に配布します。 

1. 自薦・他薦のいずれかを選択。 2. お名前 ３. 推薦者の場合は推薦者の名前  

4. 曲名とアーティスト名 ５. その他 

 
 

 私は、学生の頃からコーヒーが大好きでした。一回に３・4杯飲みましたので飲み過ぎと思いつつも豆

を挽く香りといい、淹れたては格別でした。フレンチローストをお気に入りの店で購入していました。 

 でも、突然５年前、その大好きなコーヒーが嫌いになりました。嫌いというより、体が受けつけないとい

ったほうが適切なのかもしれません。 

 理由は、急性胆のう炎だったような気がします。でも、コーヒーに含まれるカフェインは脂肪の消化を助

けると言われていますし、胆石のリスクも低減されるとか…でも私は胆石ではなく、胆管の炎症で胆管

が詰まったことでした。胆のうが大きくなっての激痛……コーヒーとは全く関係がなかったのかもしれません

し、単に飲み過ぎだったかもしれませんが… 

 ところで、その治療の際に胆管からの胆汁が出るようにと胆管内にチューブ（1～1.5 ミリ？で 10

㎝？ほどの黒色）を入れました…そのチューブを先日２回の胃カメラで５年振りに取りました！ 

 本当は早く取らなくてはならないチューブでしたが…胃カメラでチューブを引っ張り上げるのですから凄

いです…やっと５年前の急性胆のう炎から解放された気分で嬉しかったです。…少しずつまたコーヒー

が好きになるかもしれません。 

４月に白内障の手術をして視野も明るくなりました。病院が好きな人はいないと思いますが、健康

に過ごせるための日常生活にもっともっと心掛けようと思っています。 

夜の 11時 30分を過ぎました。先ほどまでの雨と北風の荒れ模様も収まったよう 

です。この雨が雪に変わるかもしれませんが、13 日の天気予報は曇り、最高気温も 

５℃と低いです。朝の目覚めに一杯のコーヒーの香りをどうぞ！ 

  

  

   


